
1.【講義】日本の産業発展と中小企業の役割、北九州市中小企業振興施策、政府系金融機関の
役割、
　【視察】職業訓練施設、中小企業人材育成・教育機関
2.【講義】企業経営と品質管理、地域振興のためのビジネスプラン、起業と経営革新
　【視察】５S,KAIZEN活動
3.【講義】創業経営者（ベンチャー）、六次産業、品質・食品安全の国際標準、地域電力活用
による地域振興
　【視察】農村開発（一村一品運動，産直市場 等）、流水式小水力発電、小型風力発電
4.【講義】IAS(Issue Analysis Sheet)、アクションプラン作成
　【演習】参加国による情報交換及び、討論による戦略立案
　【発表】ジョブレポート発表、アクションプラン発表
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【案件目標】
参加者の所属組織において起業家育成・地場中小零細企業活性化施策案が提案される

【成果】
1.日本の起業家育成及び、中小零細企業・地場産業振興施策を理解し、推進のための産官学の
役割を理解する
2.日本の企業マネジメントでの経営戦略、人材育成、マーケティングの基礎知識を理解し、自
国の課題解決を促進する
3.中小零細企業・地場産業・地域発電設備を視察し、かつ日本の文化習慣を学ぶことで、企業
家育成・中小零細企業活性化への有効な手法を考える
4.起業及び、地場産業活性化のためのアクションプランが作成される

目標／成果

内　容

【対象組織】
若手起業家、中小零細企業経営者およびそ
れらの支援・地場産業育成を担当する公的
組織

【対象人材】
1.　起業家育成や中小企業への指導を直接
担当する行政職員
2.　起業家又は、地方産業団体や民間企業
の代表やマネージャー
上記の職位で3年以上の経験を持つこと

対象組織／人材
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民間セクター開発/中小企業育成・裾野産業育成

対象国の条件：

副分野課題：

本研修はアフリカ地域の若手起業家や中小零細企業経営者、それらを支援する行政官が、日本の企業経営の戦略、人材育成などの基礎知識
を習得し、中小零細企業の振興や地場産業の活性化の実態について理解を深めることを狙いとする。併せて、行政による中小零細企業への
支援を紹介することで、官民双方に有益な研修として設計している。またアフリカ地域の連帯・情報交換など連携を深める討論の場や日本
の民間企業との連携を図る場も提供する。
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